
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月12日事業CD. 1101101 - 02000

事 業 名 上水道整備事業

細事業名

関連法令・条例等 水道法、公営企業法

事業分類： (Ａ) ハード事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

上 下 水 道 部

上 水 道 課

矢野哲也担当：224

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　　施策体系においては「資源が循環するまちをつくる」に位置付けられているが、基本的な

　社会基盤として広く地域社会に貢献している事業です。

　　施策目標としては、水資源の循環としての水道水の供給を効果的、且つ効率的に実現する

　ことを目指します。

②事業を実施する必要性

　　水道事業に求められる公益性及び公共性から、自治体による事業経営の継続が必要です。

　水道法及び公営企業法を根拠として実施される上水道事業の経営は、原則的には使用者によ

　る料金負担による運営を基本としています。なお、事業評価の区分については上水道事業の

　施設整備関係を一括して「上水道整備事業」としております。

③未実施事項

　　一つの自治体には、一つの上水道事業が原則となっているが、現状は合併の特例として、

　平成２８年度を目途として、二つの事業の認可を受けています。このため、南丹市の水道事

　業の基本計画に相当する「水道ビジョン」の策定を進めており、この基本計画に準拠する事

　業認可の取得を図ります。

④他にも効果が見込める施策があるか

　　公益性及び公共性を充足する代替事業は、見当たらない。

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

建設改良費　　　　 　250,040千円

企業債　　　　　　　　73,720千円
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【 近隣市町村の取り組み状況 】

 　京都府下の状況としては、上水道事業と簡易水道事業を併設している場合、その比率は、概

ね上水道事業が９５％となっているが、本市では約６０％である。

【 所 属 長 総 括 評 価 】

・実施した各事業について、効率的な施工が実施できた。

・特に、早期実施を求められる配水管の移設についても、適正に実施することができた。

・今後においては、引き続き効率的な施工方法の習得の必要がある。

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画
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活動日または時期

●新規に給水を受ける方に対する量水器の購入を行う項

目として設定している。

●平成２０年度においては、各口径で１０９個を計画し、８５

個を購入配置した。

●配水管等を新規に整備する事業の内、旧園部町におい

て実施中の事業を明確にする項目として設定している。

●平成２０年度においては、工事件数は９件で、内１件に

ついてはＪＲに工事実施を委託して実施した。

●適正な施工がなされた。●年間を通じて

●年間を通じて ●適正な施工がなされた。

　

●適正な施工がなされた。

●年２回●企業債の元金分に係る償還を行った。

●配水管等を新規に整備する事業の内、配水効率の向上

等を目的として実施する項目として設定している。

●平成２０年度においては、区画整理事業関係で３件、配

水管網関係で３件、計６件の新規配水管布設事業を実施し

た。

●新規配水管布設事業の内、区画整理事業関係分につい

ては、区画整理事業組合の費用負担を内容とする委託を

受けて実施した事業である。

上水道整備事業

活動結果

矢野哲也

●既存の配水管等を更新又は改良する事業項目として設

定している。

●平成２０年度においては、府及び市等の関係機関からの

委託を受けて実施した件数は９件で、単費工事件数は４件

の合計１３件の改良工事を実施した。

●単費工事の内、３件は国道９号での布設替工事で、他の

１件は口径４００ｍｍの基幹管路の修繕であり、何れも緊

急性が高かった。

●年間を通じて

●年間を通じて

　

●適正な設置がなされた。

●適正に処理された。

事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

上水道課

1101101-02000


